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令
和
５

令
和
５
年
度
の
事
業
計
画

・
予
算

が
各
委
員
会
、
代
議
員
会
議
、
理
事

会
、
評
議
員
会
で
審
議
さ
れ
、
決
定

さ
れ
た
。
各
会
議
は
埼
佛
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

（３
頁
か
ら
掲

載
）

３
月
３
日
午
前
に
教
化
委
員
会

（河

野
亮
玄
委
員
長
）
、
午
後
に
財
務
委

員
会

（井
倉
賢
照
委
員
長
）
が
開
催

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
方
針
が
確

認
さ
れ
た
。

回
理
事
会

３
月
１７
日
午
後
１
時
か
ら
令
和
４

年
度
第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

出
欠

一
覧
は
５
頁
。

ら
上
程
さ
れ
た
事
業
計
画
案
、
予
算

案
が
協
議
さ
れ
、
別
記
の
通
り
承
認

さ
れ
た
。
出
欠

一
覧
は
５
頁
。

け
合
い

令
和
５
年
１
月
１８
日
（水
）
、
倉
持

秀
裕
会
長
か
ら
埼
玉
県
共
同
募
金
会

へ
歳
末
助
け
合
い
募
金
６０
万
円
を
手

渡
し
た
。
内
５０
万
円
を
更
生
保
護
法

人

「清
心
寮
」
に
指
定
寄
附
を
行
い
、

１０
万
円
を
共
同
募
金
会

へ
寄
付
し
た
。

各
委
員
会

２
月
２４
日
午
前
に
総
務
委
員
会

（山
口
正
純
委
員
長
）
、
午
後
に
組

織
委
員
会

（馬
場
知
行
委
員
長
）
、

第
，

一第
２

彗
多

―

●

．盤
″
■

回
代
議
員
会
議

３
月
１７
日
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
令

和
４
年
度
第
２
回
代
議
員
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。
議
長
に
土
橋
元
孝
代
議

員

（北
秩
父
）
が
選
出
さ
れ
た
。
出

欠

一
覧
は
５
頁
。

回
臨
時
評
議
員
会

３
月
２９
日
午
後
２
時
か
ら
令
和
４

年
度
臨
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

議
長
に
備
前
島
賢
光
評
議
員
が
選
出

さ
れ
た
。
代
議
員
会
議
、
理
事
会
か
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一般財団法人埼玉県佛教会 令 和 5年 度 事 業 計 画

埼玉県内寺院教会の緊密な連携のもと、県下佛教活動の推進、発展に努め、もって道心の高

揚と教化の促進を図り、社会の浄化と佛教文化の向上に寄与するため、次の諸事業を行う。

○総

1

2

3

務

第44回埼玉県佛教徒大会の開催 (主管 北部地区 0調整中)

期日 :未定

人権教育並びに「埼玉同宗連」との連携

①「埼玉同宗連」主催研修会 。現地学習会への参加

②部落解放同盟埼玉県連合会主催「人権フォーラム」への参加

期日 :令和 5年 11月 10日 会場 :東松山市民文化センター

③人権教育 。啓発推進埼玉県実行委員会への協力

(会長に倉持秀裕当会会長が就任)

佛教徒募金、歳末助け合い運動の実施

①佛教徒募金 (善意銀行 。歳末助け合い運動寄付)

②共同募金会へ歳末助け合い運動寄付 (佛教徒募金より)

財  務

1 会費納入と未納整理

会費納入未納地区 。会員への呼びかけ

2 埼佛会館の管理運営

①貸店舗 (2社)。 貸事務所 (2団体、 2社)・ 駐車場 (月 極、時間貸)の管理運営

②会議室 (埼玉県庁、埼玉弁護士会ほか)の管理運営ならびに利用促進

3

(次頁に続 く)

基 本 方 針



○教

1

2

3

4

5

ヽ234 令和5.4.24「埼玉佛教」

化                                      
‐
       :‐ .:

第73回埼玉県各流讃佛歌奉詠大会の開催

期 日 :令和 5年 9月 14日 (木 )

会場 :埼玉会館「大ホール」

第14回埼佛仏教文化講座の開催

檀信徒並びに一般に向けた仏教文化等に関する講座の開催

更生保護事業の推進・助成 (清心寮)

①更生保護法人「清心寮」へ助成 (80万円)

②法務省「社会を明るくする運動 (犯罪防止・更生保護啓発活動、 7月強化月間)」 への

協力

宗教法人研修会への参加推進

宗教法人研修会 (埼玉県総務部学事課 。埼玉県宗教連盟共催)への協力、参加推進

。研修会会場 (さ いたま会場)と して埼佛会館を提供

機関紙『埼玉佛教』発行等の広報活動

①機関紙『埼玉佛教』年 4回発行

②ホームページの運営 (http://www.saibutu.net)

組  織

1 休眠地区対策

休眠地区の再建、組織化を目指す

2 組織の強化と全一仏教意識の高揚推進

3 県佛青及び県佛保の育成並びに全青協への助成

各団体に助成金

□新社会問題への対応

○新型コロナウイルスからの復帰対策

□善意銀行

義捐金及び仏教教化事業への助成

①義捐金 (全 日本仏教会へ寄託)

②全日本仏教会 大蔵経テキストデータベース事業への協力

□埼玉県ならびに埼玉県警察本部 との連携

埼玉県ならびに埼玉県警察本部との協同活動

『交通安全運動の推進』、『振り込め詐欺防止』、 F寺院窃盗対策』等

4
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一般財団法人埼玉県佛教会 令和 5年度 予算 (単位 :円 )

公益事業 法人会計
不| 目

【公益目的】 【一般会計】 【特別会計】
4年度合計 増減 備   考

会  費  収  入 13,040,000 13,040,000 lヵ寺8,000円  1630ヵ寺

佛 教 徒 募 金 収 入 3,040,000 3,040,000 日標額 lヵ寺2.000円  1520ヵ寺

奉 詠 大 会 収 入 1.000,000 1,500,000 ∠ゝ、500,000 灯明料一人2.000円

10,000 預金利子不11  息  1又  入 10,000

賛 助 金 収 入 1,600,000 1,600.000 IT明利、年賀広告、協賛広告、関連団体協賛金

雑   収   入 60,000 印刷代・コピー代 (会議室利用者1

貸 事 務 所 収 入 8,500,000 更新料含む

駐 車 場 収 入 4,600,000 更新料含む

施 設 不」用 米斗 1又 人 3,000,000
`ゝ

800.000 埼佛会館会議室利用料

代 理 店 収 入 100,000 100,000 第 ‐生命・アフラック・東京海上日動

ど三三二

耳耳フ才
奉 詠 大 △

ム 費

前 期 繰 越 12,000,000

29,750,000

=耳
フ才

2,600,000

15,000,000
‐
510,450,.0.00

∠:ゝ 700.000

△3,000,00

12全
‐、4,300,.00

1、 900.000

=三三二
1,000,000

県 佛 大 会 費 1、 200,000 ´
´

´
´

1,200,000

´
´

´
イ

仏 教 文 化 講 座 費 600,000 600,000

善 意 銀 行 600,000 600,000

広   報   費 1,600,000 1,600,000 「埼玉佛教」4回発行、ホームヘージ、関連団体広告

育   成   費 450,000 埼佛青・埼佛保・|1仏婦450,000

全 日本仏教会寄附金 650.000 650,000

「埼宗連」寄附金 350,000 350,000

「埼玉同宗連」寄附金 77,000 77,000

地区教化活動助成金 1,800,000 1,800,000 地域行事助成

埼玉県教誨師会寄附金 100,000 100,000

更生|ィt護法人「清心寮」寄附金 300,000 300,000

歳末助け合い運動寄附金 600,000 600,000 共同募金会|「滴心寮」へ指定寄附金50万円|

全国青少年教化協議会寄附金 100,000 100,000

そ の 他 寄 附 金

給 料 手 当

55,000

3,000,000

55,000

6,400,000

11,082,000

1,100,000

∠ゝ700,000

県交通安全対策協議会、ンャンテ1国 際ボランティア会、
さいたま11の |,スト協会、彩の回コミュニティ協議会

4名 分

顧   問   料 35,000 105,000 700,000 税理士顧問料・司法書士報酬

管   理   費 85,000 255,000 1,700,000 エレベーター管理・塵芥・モッフ交換.防犯警備

賃 金 ・ 報 酬 50,000 100,000 アルバイト賃金

租 税 公 課 6,000,000 固定資産税・謄本・法人税・消費税

保   険   料 27,500 82,500 500,000 50,000 火災保険・傷害保険・あんしん財団

福 利 厚 生 費 700,000 300,000 社会保険料・飲料・残業食事手当・常備薬

旅 費 480,000 90,000 650,000 ∠:ゝ50.000 職員旅費

会   議   費 720,000 1,200,000 言平議員会・理事会・代議員会議・委員会諸費用

報 償 費 ・ 旅 費 840,000 1,400,000 役員旅費

光 熱 水 費 1.500,000 2,200,000 800,000 電気・水道

FI」   刷   費 180,000 12,000 300,000 △ 100,000 名刺・封筒

書   籍   費 150,000 ∠:ゝ50,000 新聞雑誌購読利・書籍購入費

備   品   費 150,000 300,000 会館備品

消 耗 品 費 350,000 850,000 ∠:ゝ 150,000 コピー用紙・文具・カウンター料

通   信   費 42,500 127,500 800,000 50,000 電話・郵便料・運賃・ジェイコム・葉書

賃   借   料 440,000 110,000 1,000,000 100,000 事務機器リース料

研 修 交 流 費 250,000 :|||:|||||||:|||||:||||||:議 議11111:|||:11111111111111111111111:||1鷲 穣鷲難‐
1苺議議:鷲織簸`機

111:|||:||::|::|||:1議

′ 250,000 他団体との交流・研修

難艤:輩鶴:鶴艤:‡ :交   際   費 200,000 200,000

中 退 共 掛 金 250,000 500,000 職員退職金積立

慶   弔   費 150,000 150,000

修   理   費 1,000,000 1,000,000

1任 費 50,000 50, 送金料、残高証明他

修繕積立

支

収

入

出
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収益事業
5年度合計

´ イ
イ

イ

´
´

´
イ

13,0.40,_000

´
´

´
´

´
´

´
イ

3,040,000

´
´

´
´

´
´

´
´

1,000,000

´
´

´
´

10,000

´
´

´
´

1.600,000

´
´

´
´

60,000 ´
´

´
´

60,000

´
´

´
´

´
´

´
´

8,500,000 8,500,.000

´ イ
´

イ

´ イ
イ

イ

4,600,000 4.600,000

´
´

´
´

´
´

´
´

2,200,000 2,200,000

´
´

´
´

´
´

´
´

100,000

12,000,000

経 常 収 益 合 計 46,150,000

1,900,000

´ ´
´

イ

1,200,000

´
´

´
´

600,000

´ イ
´

イ

´
´ イ

イ

600,000

´
´

´
イ

´
´

´
´

1,600,000

´
´

´
´

450,000

´
才

´ イ

650,000

´ ´
´

イ

´ ´
´

イ

350,000

´
´

´ イ

77,000

´
´

´
´

1,800,00C

´
´

´
´

100,00C

´
´

´
イ

´ ´
´

´

300,00C

´
´

´
´

600,00C

´
´

´
´

100,00C

// 55,00C 0

事  業 雪  計「 9.782.000 600.000 ´ ´
´

´

10.382.000

4,500,000 7,500,00C

560,000 700,000

1,360,000 1,700,000

50,000 100,000

6,000.000 6,000,000

440,000 550,000

1,000,000 1,000,000

30,00C 600,000

480,00C 1,200,00()

560,00C 1,400,000

1,500,00C 3,000,000

8.00C 200.000

100,00C 100,00(〕

150,00C 300,000

350,000 700,0.00

680,000 850,00(

550,000 1.100,000

250,000

200,000

250,000 500,000

‐150,000

1,000,000

50,.000

管 理 費 計 5,840,000 4,742,00C 18,568,000 29,150,000 _27,100,000 2,050,000

才 ´
″

´

3,000,00C ´
才

´
´

3,000,000 5,000,000 ∠:ヽ2.000,00

´
才

´
´

3.618.00C 3.‐ 618.000 7.268.000 ∠:ゝ 3、 650.00

〉計 15,622,000 11,960.000 18,568,000 46,‐ 150,000 50,450,000 ∠:ゝ4,300,OC 0
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《 出 欠 鉾彗  》 (〇出席者、△委任状、敬称略・順不同 )

会   長
副  会  :長
専 務 理 事
常 務 理 事

監   事

代 議 員

事 務 局

倉持 秀裕
加藤  玄静
深谷 雅 良
山口 正純
馬場 知行
平川 忠雄
鎌田 観 良
河野 亮玄
佐 々木章友
岡田 正信
御嶽  隆英
島田 克裕
Zヨ本寸 5啓青目
大杉  芳功
栗野 亮淳
安田 哲也
村井  ′厚匡
佐伯 頼栄
村 田 栄行
柴原 幸保

○
〇
〇
〇
〇
△
△

〇
△
△

〇
△

△

△

△

△

〇

∠ヽ
∠全ゝ

〇
△

△

∠ゝ

○

○
〇
〇
∠ヽ
△

△

△

∠ゝ

∠全、

△

〇

土橋
百 田
増 田
宮島
中オ寸
丹下
イヽ本本
渡邊
田口
′」ヽ5反

一色
夕く吉6

関根

元孝
成 良
博道
道孝
ヨ雪糸迷
賢一
秀樹
満 明
峰道
秀史
雄信
玄道
正孝

席漢
腰塚
島崎
吉井
今野
石垣

文有
俊裕
英種
文隆
泰男
正順
祐 明
壽雄

〔蕨・戸田/三学院〕
〔本庄/城立寺〕
〔入間東部/大應寺〕
〔川口/密蔵院〕
〔鴻巣/宝持寺
〔吉見/観音寺
〔朝霞/地福寺
〔浦和/東泉寺
〔与野/妙行寺
〔鴻巣/雲祥寺〕
〔蕨・戸田/観音寺〕
〔伊奈/願成寺〕
〔川越/大蓮寺〕
〔飯能/興徳寺〕
〔人間/蓮花院〕
〔坂戸・鶴 ヶ島/長福寺〕
〔東松山・滑川/妙昌寺〕
〔都幾川/慈光寺〕
〔吉見/息障院〕
〔秩父/慈眼寺〕
〔北秩父/大林寺〕
〔児玉/大光普照寺〕
〔深谷/大林寺〕
〔妻沼/大龍寺〕
〔行H1/真観寺〕
〔羽生/岩松寺〕
〔春 日部/員蔵院〕
〔越谷/報十院〕
〔八潮/長安寺〕
〔三_郷/成就院〕
〔幸手/賓持寺〕
〔白岡/寿楽院〕
〔鷲宮/良学院〕
〔松伏/静栖寺〕
〔庄和/束光院〕

△ 粂原 ′瞳久

鈴関 純樹
朝比奈哲雄
池上 照幸
宮」時 憲 田
島田 恵晨
山田 正光
野 口 洋 明
大久保俊雄

〕
〕
〕
〕
〕

○

△
〇

　

△

△

△
〇

〇

〇

△

△
〇

△
〇
〇

△

△

△
△

△

△

△

△
△
〇
〇

△

△

△
〇

玄
照
］県
　

哉

省

明
光

徳

樹

洋

英
洋

昭
和

亮
賢
清
　

真

真

泰

令

隆

政

宗

亮
耕
孝
宗

野
倉
澤

　

山

野
澤

野
熊

中

村

山
谷
治

子

河

井
梅

　

鷲

片

小

星
江

田
西
横
渋

志
金

〔川越/蓮馨寺〕

〔浦和/東泉寺〕
〔鷲宮/寿徳寺〕
〔加須/徳性寺〕

〔大宮/多聞院〕
〔川口/吉祥院〕
〔上尾/馬蹄寺〕
〔朝霞/東福寺〕
〔吹上/龍光寺〕
〔所沢/金乗院〕
〔狭山 [事務局]/慈 眼寺〕
〔入間東部/末迎寺〕
〔越生・毛呂山/延命寺〕
〔小川連合/輪禅寺〕
〔川島/長福寺〕
〔鳩山・玉川/具光寺〕
〔小鹿野/正永寺〕
〔本庄/慈恩寺〕
〔熊谷/賞相院〕
〔荒南/西明寺〕
〔寄居・花園・川本/善法寺〕
〔加須/如来寺〕
〔岩槻/宝国寺〕
〔草加/浄捷寺〕
〔久喜/常楽寺〕
〔菖蒲/正眼寺〕
〔蓮田/長松寺〕
〔宮代/讐王院〕
〔栗橋/深廣寺〕
〔杉戸/福正院〕
〔吉川/清浄寺〕

森

井

江

藤

金子 嘉広 (事務局長)、 ○ 大塚 美紀、○ 福原  精
【代議員出席17名 ・委任状37名合計54名 /現数55名 /〔 〕内は〔地区名・寺院名〕】

齊藤 淳道
白井 宥宝

〔蕨・戸田/三学院〕
〔本庄/城立寺〕
〔人間東部/大應寺〕
〔川口/密蔵院〕
〔鴻巣/宝持寺〕
〔鴻巣/龍昌寺〕
〔蓮田/保福寺〕
〔菖蒲/正眼寺〕
〔蓮田/慶福寺〕
〔川越/養壽院〕
〔所沢/佛眼寺〕
〔上尾/照誠寺〕
〔朝霞/三光院〕
〔本庄/正観寺〕
〔吉見/観音寺〕
〔和光/地福寺〕

〔吉川/延命寺〕
〔鳩山・玉川/金澤寺〕
〔本庄/開善寺〕
〔北秩父/大林寺〕
〔杉戸/上原寺〕
〔妻沼/花蔵院〕
〔加須/観音寺〕

〔加須/徳性寺〕

/〔 〕内は〔地区名/寺院名〕】

倉持
加藤
深谷
山口
馬場
穂積
矢光
島崎
関口
ζ】岡」
山田
建部
陶山
水上
月2月 I

鎌田
金子

〇
〇
〇
△
〇
△
〇
△
〇
△
　
〇

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｏ

Ｏ

△
〇

〇

〇

〇

〇

△
〇

〇

△
〇

〇

tiF」 :

宏 文
元 孝

亮樹
清輝

旭岳
忠雄
観 良
嘉広務

監
　
事

事
　
局

津 島 英世

△ 粂原 ′巨久  〔川越/蓮馨寺〕
会   長
冨IJ :会  ,長
専 務 理 事
常 務 理 事

理   事

秀裕
玄静
雅 良
正純
知行
容 山
雪巖
英種

亮裕
真文
憲裕

(事務局長 )、 ○ 大塚 美紀、○
【理事出席18名 ・欠席 7

河野 亮玄 〔浦和/東泉寺〕
井倉 賢照 〔鷲宮/寿徳寺〕
具島 亮悟  〔寄居・花園・川本/浄福寺〕

仁部 前崇
鈴木 英秀
駒井 信亮

梅澤 清員

永堀 優子
名/現数 25名

宮寺
大野
土橋

〔岩槻/蒲勒密寺〕
〔荒南/保安寺〕
〔川越/栄林寺〕
〔本庄/宥勝寺〕
〔行田/長光寺〕
〔浦和/成就院〕
〔岩槻/正蔵院〕
〔妻沼/園満寺〕

〔川越/蓮馨寺〕

石Fり II

大嶋
馬路
森 田
不口穿記
江連
樋 口
沼田
倉持
カロ熊髯
深谷
山口
馬場
平りII

鎌 田
金子

法夫
法道
宏樹
真 隆
昭ネ右
俊裕
円准
ツ羊ナI原

秀裕
玄静
雅 良
正純
矢口4テ

忠雄

△
Ｃ

△
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△
〇

〇

〔久喜/善徳寺〕      ○ 上村 正剛
〔岩槻/慈恩寺〕      △ 角山 祥隆
〔入問/長徳寺〕      〇 賞浄 龍彦
〔都幾川/全長寺〕     △ 吉田 宏哲
〔上尾/相頓寺〕      〇 福島 伸悦
〔川口/錫杖寺〕      ○ 木村 秀明
〔越谷/法光寺〕      △ 佐々木教哲
〔川越/妙昌寺〕      〇 備前島賢光
〔蕨 ・戸Ш/二学院〕
〔本庄/城立寺〕      〇 粂原 恒久
〔人間東部/大應寺〕
〔川口/密蔵院〕      〇 河野 亮玄
〔鴻巣/宝持 寺〕      △ 井倉 賢照
〔吉見/観音寺〕      〇 梅澤 清具
〔和光/地福寺〕

(事務局長 )、 〇 大塚 美紀、〇 福原  精
【評議員出席11名 ・欠席 5名 /現数16名/

評 議  員

専 務 理
常 務 理

長
長
事
事
　
事

観 良
嘉広

〔浦和/東泉寺〕
〔鷲宮/寿徳寺〕
〔加須/徳性寺〕臣

=

事 務 局

冨り `策

〔 〕内は 〔地区名・寺院名〕】
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……¬

令
和
５
年
２
月
２１
日
（火
）
、

１４
時

３０
分
か
ら
埼
佛
会
館
、
２
階
会
議
室

で

「第
１３
回
埼
佛
仏
教
文
化
講
座
」

を
開
催
し
た
。
本
講
座
は
令
和
２
年

度
、
３
年
度
は
中
止
と
な
り
、
３
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。
檀
信
徒
、ヽ
僧

侶
の
約
５０
名
が
参
加
し
た
。
講
師
は

日
本

一
の
桜
の
名
所
吉
野
山
に
あ
る

修
験
道
の
根
本
道
場

。
吉
野
大
峯
山

。
総
本
山
金
峯
山
寺
第
３１
世
管
領
、

全
日
本
仏
教
会
副
会
長
の
五
條
良
知

師
。
埼
佛
青
写
仏
講
師

・
高
橋
英
心

師
の
法
螺
貝
の
音
色
と
と
も
に
入
場

さ
れ
た
。
開
会
行
事
で
は
、
加
藤
玄

静
副
会
長
が
開
会
の
言
葉
を
、
倉
持

秀
裕
会
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
。
高
福
寺
住
職

。
萩
原
裕
史
師

は
修
験
道
、
山
伏
の
装
束
で
参
加
、

臨
場
感
を
演
出
し
た
。
司
会
は
、
大

塚
美
紀
主
事
が
務
め
た
。

『―
以
下
講
演
内
容
（
一
部
抜
粋
）―

ご

開
祖

。

で
す
。

え

ん

の
ぎ

よ

う
じ
や

役

行

者
は
大
和
の
人

今
か
ら
千
三
百
年
前
、
葛
城
山
、

大
峯
山
を
始
め
全
国
の
霊
山
を
開
山
。

金
峯
山
に
て
金
剛
蔵
王
権
現
を
感
得
、

そ
れ
を
以
て
修
験
道
の
開
創
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

日
本
最
大
の
秘
仏
本
尊
金
剛
蔵
王

権
現
は
釈
迦
如
来
、
千
手
観
音
、
弥

勒
菩
薩
が
神
の
姿
に
権
化
し
ま
し
た
、

純
日
本
生
の
権
化
仏
で
す
。
蔵
王
権

現
の
お
姿
を
山
桜
の
木
に
刻
ん
で
、

一
つ
を
感
得
し
山
上
に
祀
っ
て
山
上

蔵
王
堂
。
も
う

一
つ
を
吉
野
山
に
祀

っ
て
山
下
の
蔵
王
堂
を
建
立
、
こ
れ

が
金
峯
山
寺
の
始
ま
り
と
な
り
、
修

験
道
と
し
て
の
成
り
立
ち
と
な
り
ま

す
。
蔵
王
権
現
は
神
仏
習
合
の
象
徴

で
あ
り
、
自
然
が
神
仏
で
あ
る
と
い

う
修
験
道
の
教
え
を
あ
ら
わ
し
て
い

ま
す
。

役
行
者
が
蔵
王
権
現
の
姿
を
山
桜

の
木
に
彫

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
桜
が

御
神
木
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
吉
野
の
山
桜
は
参
拝
に
来
た

人
々
が
蔵
王
権
現
へ
の
祈
り
を
こ
め

た
献
木
で
、
吉
野
山
の
桜
は
自
然
交

配
で
種
子
か
ら
育

つ
た
め
、
白
系
、

赤
系
、
青
系
な
ど
多
種
多
様
の
花
色

が
存
在
し
ま
す
。
ま
さ
に
参
拝
し
た

ひ
と
り

一
人
の
思
い
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
現
在
、

そ
の
数
は
三
万
本
に
も
達
し
ま
す
。

国
土
の
七
割
以
上
を
山
が
占
め
る

日
本
に
お
い
て
、
古
来
、
山
は
祖
霊

や
神
さ
ま
仏
さ
ま
、
自
分
を
超
え
た

聖
な
る
も
の
の
在
す
世
界
で
あ
る
と

考
え
、　
一
般
に
は
入
山
す
る
こ
と
は

無
く
畏
怖
の
念
を
抱
い
て
仰
ぎ
見
て

い
た
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
山
や
大

自
然
の
世
界
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
分
自
身
が
聖
な
る
も
の
に
触
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
行
動
や

営
み
自
体
が
宗
教
的
体
験
で
あ
っ
て

修
験
道
の
根
本
と
な
っ
て
い
る
日
本

人
の
宗
教
観
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

そ
の
日
本
古
来
の
山
岳
信
仰
に
、

神
道
や
外
来
の
仏
教
、
道
教
、
陰
陽

道
な
ど
が
習
合
し
て
成
立
し
た
我
が

- 7 -
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m234 令和5.4.24「埼玉佛教」

国
固
有
の
民
俗
宗
教
が
修
験
道
で
、

山
伏
の
宗
教
な
の
で
す
。

深
山
幽
谷
の
中
、
大
自
然
に
抱
か

れ
、
聖
な
る
も
の
に
ふ
れ
、
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
、
そ
の
中

で
心
身
は
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
自
己
の

力
を
知
り
、
聖
な
る
力
、
超
自
然
的

な
神
仏
の
力

（験
力
）
を
得
る
者
が

山
伏
で
あ
り
、
修
験
者
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
の
で
す
。

吉

野

か

ら

熊

野

ま

で

の
延

ベ

ー
７
０
ｋｍ
を
毎
日
１２
時
間
ず

つ
の
行

程
で
歩
く
大
峯
奥
駈
修
行
。
大
自
然

そ
の
も
の
に
神
仏
が
お
ら
れ
て
、
自

然
そ
の
も
の
が
ご
本
尊
で
す
。

「お

山
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
」
と
感
ず

る
。
そ
う
い
う
心
の
在
り
様
が
大
事

な

の
で
す
。

ま

た
、

さ

ん
　
け
　
さ
ん

げ

　

　

ろ

つ

こ
ん

し
よ
う

「懺
悔
懺
悔
、
六
根

清

浄
」
と
い
う
掛
念
仏
を
唱
え
ま
す
が
、

懺
悔
と
は
人
間
が
犯
し
た
い
ろ
ん
な

罪
や
間
違
い
を
神
仏
の
前
で
ひ
れ
伏

し
て
清
め
て
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
し

て

一
度
死
ん
で
生
ま
れ
変
わ
る
と
い

う

「擬
死
再
生
」
を
行
の
中
で
体
験

す
る
。
理
屈
で
な
く
、
命
が
け
の
修

行
の
中
で
自
分
の
五
体
と
五
感
を
通

し
て
、
実
際
の
感
覚
を
体
得
す
る
極

め
て
実
践
的
な
宗
教
な
の
が
修
験
道

で
す
。

役
行
者
の
姿
勢

「身
の
苦
に
依

っ

て
、
こ
こ
ろ
乱
れ
ざ
れ
ば
、
証
果
自

ず
か
ら
至
る
」
自
ら
修
し
て
、
自
ら

そ
の
験
し
を
会
得
す
る
。
超
自
然
的

な
力
や
神
仏
の
加
護
を
獲
得
す
る
た

め
で
は
な
く
、
自
ら
の
身
体
で
厳
し

い
修
行
を
修
め
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
精
神
も
社
会
に
貢
献
し
て
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

役
行
者
は
、
ま
だ
仏
教
が

一
般
衆

生
に
広
が
り
を
見
せ
な
い
時
代
に
、

「上
求
菩
薩
下
化
衆
生

（自
身
の
練

成
と
衆
生
の
救
済
）
」
を
祈
り
ま
し
た
。

役
行
者
が

「上
求
菩
薩
下
化
衆

生
」
を
祈

っ
て
い
た
時
代

（疫
病
が

多
く
流
行
）
に
今
の
時
代
が
似
た
状

況
に
あ
り
、
見
返
り
を
求
め
ず
他
者

の
安
楽
を
祈
る
。
場
所
は
違
え
ど
時

同
じ
く
、
時
違
え
ど
こ
こ
ろ
同
じ
く
、

と
も
に
祈
る
こ
と
が
大
事
な
の
で

す
。
』

最
後
に
、
「懺
悔
懺
悔
、
六
根
清

浄
」
掛
念
仏
を
五
條
師
に
続
き
来
場

の
皆
さ
ん
で
唱
え
、
修
験
道
入
門
を

結
ん
だ
。
開
会
行
事
で
は
閉
会
の
言

葉
を
教
化
委
員
長
の
河
野
亮
玄
常
務

理
事
が
行
い
、
閉
会
し
た
。

去
る
、
１
月
１８
日
（水
）
、
ロ
イ
ヤ

ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和
に
於
い
て
、

令
和
５
年
新
年
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
は
３２
名
。

毎
年
、
受
章
者
へ
記
念
品
の
授
与

が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
は
上
村
正

剛
評
議
員
（第
４５
回
正
力
松
太
郎
賞
）
、

山
口
正
純
常
務
理
事

（令
和
４
年
度

春

。
藍
綬
褒
章

《更
正
保
護
功
労
》
）

に
記
念
品
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

- 8 -



m234 令和5.4.24「埼玉佛教」

:・L■,L

疇

玲
瞥

令
和
四
年
度
羽
生
市

・

行
日
市
彿

題
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
お

て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
中
心

に
ご
講
義
い
た
だ
い
た
。

講
師
か
ら
は
、
日
本
で
の
貧
困
の

実
態
、
と
く
に
ひ
と
り
親
家
庭
で
は

二
人
に

一
人
が
貧
困
で
あ
る
の
に
も

関
わ
ら
ず
自
己
責
任
を
感
じ
て
助
け

て
と
言
え
な
い
風
潮
が
あ
る
と
の
こ

と
や
、
お
す
そ
わ
け
を
希
望
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
や
支
援
団
体
へ
の
お
て

ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
伺

っ
た
。

出
席
者
か
ら
も
活
発
に
質
問
が
あ

り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
ｃ

最
後
に
、
会
場
を
お
貸
し
い
た
だ

い
た
富
徳
寺
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、

研
修
の
報
告
と
す
る
。

（羽
生
市
佛
教
会
事
務
局
）

「成
道
バム」
仏
寇
麒
絣
塚

川
越
市
佛
“教
会

△
一

行
田
市
佛
・教
会

羽
生
市
佛
教
会
で
は
、
７
年
前
よ

り
行
田
市
佛
教
会
と
合
同
で
研
修
を

行
な
っ
て
い
る
。
本
年
は
羽
生
市
佛

教
会
が
主
催
と
な
り
、
Ｈ
月
２６
日

（土
）
に
羽
生
市
の
富
徳
寺
客
殿
を

会
場
と
し
て
研
修
会
を
開
催
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
、約
３
年
も
の
間
、様
々

な
活
動
が
自
粛
さ
れ
、
寺
院
の
教
化

活
動
に
お
い
て
も
中
止
や
延
期
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、

テ
ー
マ
を

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教

化
活
動
」
と
題
し
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
理
事

で
あ
る
福
井
良
應
先
生
を
お
迎
え
し
、

主
に
お
寺
に
供
え
ら
れ
た
食
料

。
日

用
品
の
配
給

・
援
助
活
動
、
貧
困
問

教
π̂ミ

だ

去
る
令
和
４
年
１２
月
３
日

（土
）

川
越
市
浄
土
宗
大
蓮
寺
に
於
い
て
、

川
越
市
佛
教
会
主
催
の

「成
道
会
」

仏
教
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１３
時
半
か
ら
の
成
道
会
の
法
要
の

後
、

１４
時
よ
り
浄
土
宗
光
琳
寺
　
井

上
広
法
上
人
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

演
題
は
、

「息
抜
く
力
は
、
生
き

抜
く
力
」
で
す
。
参
加
者
は
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
考
慮
し
て
、

各
寺
院
３
名
程
度
の
檀
信
徒
の
皆
様

を
菩
提
寺
を
通
し
て
の
受
付
と
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、

５０
名
を
超
え
る

檀
信
徒
一の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

講
師
の
井
上
上
人
は
、
テ
レ
ビ
番

組

「ぶ
っ
ち
ゃ
け
寺
」
の
創
設
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
り
、
お
茶
の
間
で
多
く

の
人
気
を
博
し
た
方
で
す
。

井
上
上
人
は
、
は
じ
め
に
数
日
前

に
有
楽
町
の
読
売
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
浄
土
宗
開
宗
８
５
０
年
を
記
念
す

る

「法
然
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
お
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
法
政
大
学
元
総
長
の
田

中
優
子
氏
と
の
対
談
の
お
話
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
田
中
氏
は
、
江
戸
時
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代
に
外
国
か
ら
来
た
人
達
は

「日
本
人
は
皆
笑

っ
て
い
る
。
お

も
し
ろ
お
か
し
く
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
。
日
本
人
は
世
界
で

一
番
愉
快

な
人
達
だ
。
」
と
記
述
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
は
非
常
に
幸
せ
な
時
代

だ
っ
た
。
と
話
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

井
上
上
人
は
、
こ
う
問
い
か
け
ま

す
。
今
の
日
本
人
は
幸
せ
で
し
ょ
う

カ
井
上
上
人
は
、
臨
床
心
理
学
も
専

攻
し
、
大
学
で
講
義
も
行

っ
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「訂
∽目
ｏ
Ｆ
」

と
い
う
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
て
悩
み

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の

サ
イ
ト
に
は
毎
日
の
よ
う
に

「死
に

た
い
」
と
い
う
若
者
の
相
談
が
後
を

絶
た
な
い
そ
う
で
す
。

で
は
、

「死
に
た
い
」
と
訴
え
て

い
る
若
者
は
本
当
に
死
に
た
い
の
か
。

多
く
の
若
者
は
本
当
は
死
に
た
く
は

な
い
の
だ
。

死
に
た
い
社
会
で
は
な
く
、
ど
う

や
っ
て
生
き
て
行
っ
た
ら
分
か
ら
な

い
社
会
な
の
だ
。
ど
う
や
っ
て
生
き

て
行
ち
た
ら
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
口

か
ら
出
て
く
る
言
葉
は
、
死
に
た
い

な
の
だ
。
と
井
上
上
人
は
お
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
幸
せ
に
な
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。

井
上
上
人
は
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
の

「
３
人
の
レ
ン
ガ
職
人
」
の
お
話
を

例
に
出
さ
れ
て
、
今
こ
そ
「心
が
け
」

「あ
り
方
」
「も
の
の
見
方
」
を
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

「当
た
り
前
」
と
見
え
て
し
ま
う

眼
鏡
を
は
ず
す
の
が
、
お
釈
迦
様
の

教
え
で
あ
る
。
お
釈
迦
様
は
物
事
の

見
方
を
お
し
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

ど
う
い
う
も
の
の
見
方
を
す
れ
ば

「当
た
り
前
の
眼
鏡
」
が
は
ず
せ
る

か
。
と
上
人
は
話
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
さ
ら
に
因
果
の
お
話

に
発
展
さ
れ
、
最
後
に
、
私
た
ち
は

地
球
の
見
方
を
変
え
な
け
れ
ば
、
将

来
生
き
て
い
け
な
い
の
で
す
。

と
い
う
お
話
で
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た

。

第
莉
回
「量

の
・̈．．．̈闊
讚
鰤

魃

会

本
庄
市
佛
教
会

た
話
を
プ

ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
使

い
な

が
ら
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
お
話

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

日
頃
葬
送
儀
礼
と
ご
法
事
の
み
を

行

っ
て
い
る
我
々

一
僧
侶
に
と

っ
て

は
、
非
常
に
有
意
義
で
、
ま
た
本
来
、

衆
生
済
度
を
役
割
と
す
る
べ
き
大
乗

の
僧
侶
の
あ
り
か
た
を
改
め
て
気
付

か
さ
れ
た
思

い
が
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
別
の
意
味
の
災
害

に
直
面
す
る
我
々
に
と

っ
て
も
非
常

に
指
針
と
な
る
お
話
を
聞
け
た
と
思

い
ま
す
。

令
和
４
年
１０
月
８
日

（土
）
コ
ロ

ナ
禍
の
為
、
長
ら
く
活
動
を
停
止
し

て
い
た

「仏
」
の
お
話
を
聞
く
会
で

す
が
、
感
染
対
策
を
行

っ
た
上
で

久
々
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
日
は
流
石
に
コ
ロ
ナ
前
よ
り

も
人
よ
り
が
少
な
く
、

３０
名
ほ
ど
の

檀
信
徒
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、

大
変
有
意
義
な
会
に
な
っ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

講
師
を
お
務
め
頂
き
ま
し
た
の
は
、

福
島
県
い
わ
き
市
に
お
い
て
、
東
日

本
大
震
災
よ
り
、
災
害
支
援
活
動
に

尽
力
を
さ
れ
た
阿
弥
陀
寺
副
住
職
の

馬
目

一
浩
師
で
す
。
大
震
災
の
避
難

所
、
仮
設
住
宅
な
ど
で
失
意
の
う
ち

に
暮
ら
さ
れ
る
人
々
の
寄
り
添
い
と

サ
ポ
ー
ト
を
い
か
に
さ
れ
て
き
た
の

か
。
今
後
起
こ
る
で
あ
ろ
う
大
災
害

に
備
え
て
、
私
達
は
事
前
に
何
を
準

備
し
て
お
く
べ
き
な
の
か
、
と
い
っ
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躙
一
躙

つ
靡

埼
玉
県
佛
教
保
賓
協
会

第
３８
回
埼
玉

本
年
度
で
３８
回
を
迎
え
た
、
「埼

玉
県
佛
教
幼
児
画
展
」
が
令
和
５
年

１
月
１４
日
、

１５
日
に
さ
い
た
ま
市
文

化
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
主
催
は
埼
玉
県
佛
教
保
育

協
会

（丹
羽
義
昭
会
長
）
。
来
場
者

は
約
９
５
０
名
。

１２
園

か
ら
合

計

２
９
７
枚
の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し

た
。今

回
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と

し
て
昨
年
同
様
、
時
間
差
入
場

（３

部
に
振
り
分
け
）
を
行
い
ま
し
た
が
、

昨
年
度
ま
で
設
け
て
い
た
人
数
制
限

を
外
し
た
た
め
、
ご
家
族
揃

っ
て
来

場
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
親
子
３

世
代
で
の
来
場
者
も
多
く
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

本
画
展
は
会
場
設
営
、
当
日
の
運

営
を
参
加
園
の
先
生
が
分
担
し
て
行

う
自
主
運
営
方
式
の
絵
画
展
に
な
っ

て
い
ま
す
。
出
展
園
児
に
は
先
生
方

か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、

賞
状
を
い
た
だ
く
時
に
は
、
と
て
も

嬉
し
そ
う
で
、
誇
ら
し
げ
な
表
情
を

み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
保
護
者
の
方

か
ら
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
賞
状

，

鸞

篠

一導

．

だ
と
い
う
喜
び
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
展
示
作
品
と
と
も
に
記

念
写
真
を
撮

っ
た
り
と
、
会
場
は
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
保
護
者
か
ら
は

「心
が
癒
さ
れ

ま
し
た
」
「観
察
力
と
表
現
力
に
驚

き
ま
し
た
」
「大
き
く
な

っ
て
も
絵

を
描
く
楽
し
さ
を
忘
れ
ず
に
い
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

第37回全国仏教保育埼玉大会
日時 令和 6年 (2024年)7月 25日 (木)26日 (金 )

埼玉会館

懇親会

ロイヤルバインズホテル浦和

皆様のご理解 。ご協力のほど、

お願い申しあげます。

ロ会場 全体会 。分科会・第40 佛教幼児画展 (予定)
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お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
　
３
月

１３
日
　
さ
い
た
ま
市
妙
隆
寺

（日
蓮
）

渡
辺
　
観
榮
　
師

（７７
歳
）

１１

月

３０
日
　
さ
い
た
ま
市
行
弘
寺
（寺
門
）

合
　
佑
明
　
師

（８２
歳
）

月

２９
日
　
新
座
市
満
行
寺

（智
山
）

岡
崎
　
秀

一　

師

（７４
歳
）

令
和
５
年
　
１
月

６
日
　
久
喜
市
高
輪
寺

（智
山
）

山
本
　
清
澄
　
師

（９６
歳
）

元
代
議
員

２８
日
　
加
須
市
定
泰
寺

（智
山
）

山
岡
　
明
浩
　
師

（５６
歳
）

２

月

１３
日
　
行
田
市
龍
泉
寺

（曹
洞
）

柿
沼
　
仁
法
　
師

（８１
歳
）

１９
日
　
和
光
市
長
照
寺

（智
山
）

寺
元
　
邦
雄
　
師

（８３
歳
）

令
和
５
年
　
１
月

５
日
▼
事
務
局
仕
事
始
め

１０
日
▼
「解
放
同
盟
」
県
連
旗
び
ら
き

（ホ
テ
ル
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

熊
谷
／
金
子
事
務
局
長

。
大

塚
主
事
）

１３
日
▼
「埼
佛
保
」
新
年
懇
親
会

（浦

和

。
彩
湖
）

１４
日
▼
「埼
佛
保
」
第
３８
回
埼
玉
県
佛

教
保
育
幼
児
画
展
（～
１５
日
・

さ

い
た
ま
市
文
化

セ
ン
タ

ー
）

１６
日
▼
「埼
宗
連
」
新
年
懇
親
会

（浦

和

。
高
砂
）

１７
日
▼
「埼
佛
保
」
全
国
仏
教
保
育

埼
玉
大
会
第
４
回
実
行
員
会

（埼
佛
会
館
）

１８
日
▼
新
年
懇
親
会

（浦
和

。
ロ
イ

ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
）

１９
日
▼
「解
放
同
盟
」
第
３７
回
人
権

啓
発
研
究
集
会

（～
２０
日

・

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
、

レ
イ
ボ
ッ
ク
ホ
ー
ル
／
金
子

事
務
局
長
、
大
塚
主
事
、
永

堀
書
記
）

２４
日
▼
「埼
佛
青
」
写
仏

「埼
玉
県
警
察
本
部
」
埼
玉
県

特
殊
詐
欺
撲
滅
官
民
合
同
会

議

（埼
玉
会
館
／
大
塚
主
事
）

２

月

１３
日
▼

「埼
佛
青
」
梵
字

１４
日
▼
令
和
四
年
度
宗
教
法
人
研
修

会

（埼
佛
会
館
）

１５
日
▼
「埼
佛
保
」
全
国
仏
教
保
育

埼
玉
大
会
第
５
回
実
行
員
会

（埼
佛
会
館
）

１６
日
▼
令
和
四
年
度
宗
教
法
人
研
修

会

（川
越
地
方
庁
舎
／
永
堀

書
記
）

１７
日
▼

「埼
佛
青
」
写
仏

２１
日
▼
第
１３
回
埼
佛
仏
教
文
化
講
座

２４
日
▼
総
務
委
員
会

組
織
委
員
会

３

月

３
日
▼
教
化
委
員
会

財
務
委
員
会

１５
日
▼
「埼
佛
保
」
全
国
仏
教
保
育

埼
玉
大
会
第
６
回
実
行
員
会

（埼
佛
会
館
）

１７
日
▼
令
和
４
年
度
第
２
回
代
議
員

△
ム

令
和
４
年
度
第
２
回
理
事
会

２３
日
▼

「埼
佛
青
」
写
仏

２９
日
▼
令
和
４
年
度
第
１
回
臨
時
評

議
員
会

（埼
佛
会
館
）

４

月

１０
日
▼

「埼
玉
県
宗
教
連
盟
」
理
事

△
ム

ー３
日
▼

「埼
佛
青
」
写
仏

１４
日
▼

「埼
佛
保
」
理
事
会

・
全
国

仏
教
保
育
埼
玉
大
会
第
７
回

実
行
員
会

（埼
佛
会
館
）

２０
日
▼

「埼
玉
同
宗
連
」
役
員
会

２１
日
▼

「埼
佛
青
」
執
行
部
会

Ｗ
Ｂ
Ｃ
。
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
、

映
画
鑑
賞
を
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

次
回
開
催
は
３
年
後
の
２
０
２
６
年
。

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
開
催

の
年
で
す
。
平
和
に
な
り
、
世
界
中

の
方
が
皆
で
楽
し
め
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
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